
´̀反 応 分 散 染 料 に よ る 絹 /合 成 繊 維 混 紡 の 1浴 染 色 の 試 み

(二 重 大・教 育 )木 村 光 雄 、(滋 賀 県 立 短 大 )道 明 美 保 子 。清 水 慶 昭

1. 緒  言

絹 は そ の 独 特 の 光 沢 や 優 れ た 物 理 的 お よ び 化 学 的 特 性 の た
゛
め に 、 昔 か

ら 貴 重 な 繊 維 と し て 使 用 さ れ て き て い る が 、 近 年 、 和 服 需 要 の 減 少 に f子

つ て ゞ 洋 装 分 野 へ の 需 要 の 開 拓 や 新 し い 素 材 と して の 利 用 な ど が 試 み ら

れ て い る .そ の 1つ が 絹 と 他 の 繊 維 す な わ ち 羊 毛 や 木 綿 な ど の 天 然 繊 維

或 い は ポ リエ ス テ ル 、 ナ イ コ ン な ど の 合 成 繊 維 との 混 紡 織 物 で あ る .こ
れ ら の 混 紡 繊 物 の 1浴 に よ る 染 色 に つ い て は 、 絹 /羊 毛 お よ び 絹 /セ ル

ロ ー ス の 場 合 、 既 に 行 わ れ て い る が l〕 、 合 成 繊 維 と の 混 紡 に 関 し て は ま

だ 、 問 題 点 が 多 く 実 用 化 さ れ て い な い 。

本 研 究 で は 絹 /合 成 繊 維 を 1浴 で 染 色 す る こ と を 目的 と し て 、 絹 /ナ
イ ロ ン お よ び 絹 /ポ リェ ス テ ル 混 紡 に 対 す る ス ル フ ア トエ チ ル ス ル ホ ン

型 反 応 分 散 染 料 に よ る 染 着 性 を検 討 し た 結 果 に つ い て 報 告 す る .

2.試 料 及 び 研 究 の 方 法

2.1。 繊 維 試 料

絹 は カ ネ ポ ウ 製 平 織 自 布 (14日 付 羽 二 重、)を 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 ノ イ

ゲ ン HC(lg/2)で 洗 浄 し 、 水 洗 乾 燥 し て 使 用 した 。 ポ リェ ス テ ル (帝
人 製 )と ナ イ ロ ン 6(関 西 衣 生 活 研 究 会 実 験 用 試 料 布 )は 80℃ の 温 水 で 3C
分 洗 浄 し 、 乾 燥 し て 実 験 に 供 し た .

2.2.反 応 分 散 染 料

p=ス ル フ ア トェ チ ル ス ル ホ ニ ル ア ニ リ ン を ジ ア ゾ 化 し 、 1,N-2置 換 ア
ニ リ ン に カ ッ プ リ ン グ さ せ て 合 成 し た 染 料 Iお よ び Hを 使 用 し た 。 こ れ

ら の 染 料 の 化 学 構 造 と分 子 量 を Table lに 示 し た .

Table l. Dyes used
2.3.染 色

染 料 を緩 衝 溶 液 (p!!の 調 整 に 用 い

た 電 解 質 の 種 類 は 既 報
2)に

同 じ )200
祀 と 共 に 染 色 ビ ン に 入 れ 、 一 定 温 度

に 達 し て か ら絹 布 とナ イ ロ ン 布 ま た

は ポ リ ェ ス テ ル 布 各ヽ 0.2gを 投 入 し

て 同 浴 で 染 色 し た 。 所 定 の 時 間 後 、

メ タ ノ ー ル で 抽 出 し て 未 反 応 染 料 を

除 き 、 絹 の 場 合 は 塩 fヒ カ ル シ ウ ム /
水 /ェ タ ノ ー ル (1/8/2。 モ ル 比 )混 合

溶 媒 で 染 色 布 を溶 解 し 、 固 着 染 料 量

を 比 色 定 量 し た .ナ イ ロ ン に 対 す る

固 着 染 料 量 は 、 染 色 布 を 90%ギ 酸 に

・
Dye R Chemiccl

Structure
Molecular
Welght

工
１
・

２

Ｒ

Ｒ

３

３

Ｈ

Ｈ

Ｃ

Ｃ 413.46

=

R:

R2
CH2CH20H
CH2CH20H 48752

:>N¬(3卜 N=N―く⊃卜S02CH2CH20SO調

-32-



・〔」。１
・ゞ

ｏ
Ｊ

ｂ
一こ

５
一”異
Ｅ
．
〓
ｏ
一̈
‘
遇
七

Ｊ

分

　

イ

ベ

．

で

吸

高

絹

が

ｐｌ

応

　

ナ

調

　

〕８

ヽ
当

ヽ
量

は

反
　
／
を

」
６
た
相

て
着
定

・
る

　

絹

響

た

ｐｌ

ま

が

い

固

測

・‥

ｉ
す

　

て

影

し

は

ヽ
合

お

び

の

．

．
に．対
・肺
ｐ‐‥の
断
”
パ
州
＝
漱
囃
〓

一
ン

着

を

浴

Ｌ

イ

に

量

ｐＨ

量

一
だ

口

染

１

染

ｇ。
ナ

共

着

・
尽

で

し

察

イ

の

び

」
Ｆｉ

ヽ
量

固

る

吸

の

に

，露
″
婦
漱
色し
隈
暗
睛
掲
妙
”
』
費

果

絹

散

Ｉ

染

の

ｐＨ

ヽ
対

が

口

と

う

時”
一期ロン．を構組』』̈
】・中、［
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一 定 染 料 濃 度 (0。 002g/2),pH 6で の 絹 お よ び ナ イ コ ン に対 す る 吸 尽

及 び 固 着 速 度 と 染 色 温 度 と の 関 係 の 例 を Fig.2.(a)、 (b)に 示 し た 。

こ れ ら の 結 果 か ら 、 い ず れ の 場 合 も 温 度 が 高 い 程 、 吸 尽 最 も 固 着 最 も

多 く 、 4 hr後 で も ま だ 平 衡 に 達 し て い な い .ま た 、 染 料 Iと 」の 染 色 速

度 (吸 尽 、 団 着 と も )は 組 と ナ イ ロ ン で 大 差 な い こ と が り〕ら か に な っ た .

次 に 、 染 浴 濃 度 と 吸 尽 量 お よ び 固 着 量 と の 関 係 を Fig。 3.お よ び Fig.4.

に 示 した 。 こ れ ら の 結 果 か ら み る と 、 疎 水 性 の 大 き い 染 料 Iの ナ イ ロ ン

に 対 す る 最 大 固 着 量 は 約 2.6X10~3m01/gで 、 こ れ は ナ イ ロ ン 6の 末 端 ア

ミ ノ基 当 量 (7.35文 10~6eq/g3))ょ り か な り低 い 値 で あ る 。 従 っ て 、 こ の

よ う な 染 着 量 の 範 囲 で は 、 よ り 多 く の 末 端 ア ミ ノ基 や 塩 基 性 基 を 有 す る

絹 と ほ ぼ 同 等 の 染 料 を 吸 着 し 、 反 応 す る と い う こ と で あ ろ う .
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Fig。 3. Effect of dye concent―
ration on the uptake of dye
l by sllk and nylon(pH 6,
90℃ .l hr).
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Fig.4. Effect of dye concent―
ration on the uptake of dyo
n  by silk and nylo■ (pH 6.
90℃ ,l hr).

3.2.絹 /ポ リ ェ ス テ ル に 対 す る 反 応 分 散 染 料 の 染 着

染 料 Iを 用 い て 、 絹 /ポ リェ ス テ ル を 染 色 し た と き の 染 浴 の pl:と 吸 尽

量 と固 着 量 の 関 係 を 調 べ た 結 果 の 例 を Fig.5.に 示 し た .綱 に は 染 料 Iも

染 料 Π も pH 6～ 8で 吸 尽 量 、 固 着 量 と も に 最 も 大 き な 値 を示 し た が 、 前

項 の 絹 /ナ イ ロ ン の 場 合 に 比 べ て 、 吸 尽 量 に 対 す る 固 着 量 の 割 合 が 少 し

小 さ い よ うで あ つ た 。 染 料 Iと 染 料 Eと で は 、 染 料 Iの 方 が 良 く 吸 着 し

た .ポ リエ ス テ ル に 対 し て は 、 い ず れ も 極 め て 饉 か し か 吸 清 せ ず 、 例 え

ば 、 染 浴 の 濃 度 が 1.5X10~・ mo1/2の と き の 染 料 : の ポ リェ ス テ ル に 対
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す る 吸 尽 量 は 絹 の 場 合 の 1/20程

度 で あ つ た が 、 そ の 中 で は 染 料

Iの 方 が や は り若 千 染 着 性 が 勝

っ て い る よ う で あ つ た .ま た 、

染 料 Iに つ い て の 染 浴 濃 度 と吸

尽 量 お よ び 固 着 量 との 関 係 の 例

をFig.6.に 示 し た が 、 こ の 場 合

は絹 に つ い て 、 染 料 Πの 方 が 染

料 Iよ り特 に 高 染 浴 濃 度 に お い

て 良 好 な結 果 を 与 え る よ う で あ

っ た 。

4。 ま とめ

以 上 の 結 果 の よ う に 、 絹 /ナ
イ ロ ン に対 し て は 、 ス ル フ ア ト

エ チ ル スル ホ ン 型 反 応 分 散 染 料

に よ つ て 1浴 で 染 色 す る こ と が

可 能 で あ るが 、 絹 /ポ リエ ス テ

ル に つ い て は 所 期 の 結 果 を得 る

こ と が 出来 ず 、 染｀ の 種 類 な ら

び に 染 色 方 法 の 再 検 討 を行 な う

予 定 で あ る .
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Fig。 6. EfFect of dye・ concen‐

tratio■  on the uptake of
dye l by silk and polyes―

ter(pH6, 901C、 l hr)

pH      ′

Fig。 5。  Effect of.dyobath pH
on the uptakelor dye l.  by

silk and polyester(90℃ ,

l hr).                 .
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